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市の花「つつじ」

◆募金箱設置場所／社会福祉課（旧福祉相談課）・内線 377
日本赤十字社の募金箱

共同募金会の募金箱

義援金の受け付け
【郵便局・ゆうちょ銀行】
◆口座番号／ 00140-8-507
◆口座名義／日本赤十字社東北関東大震災義援金
◆受付期間／平成 23 年 9 月 30 日㈮まで
○郵便局窓口での取り扱いの場合、送金料は無料となります。
○郵便局窓口でお受取りいただきました半券をもって受領証とし
ます。
【クレジットカード・コンビニエンスストア・Ｐａｙ－ｅａｓｙ】
日本赤十字社ホームページから手続きできます。
※救援物資の受付はいたしません。

◆募金箱設置場所／市役所市民課、市民安全課、各行政サービス
センター、各地区社会福祉協議会 ( 湖北、湖北台を除く）、我孫子
市社会福祉協議会

募金箱への募金は、領収書の発行はできませんので、ご了承ください。

相馬市への救援物資を募集
我孫子市に避難している児童・生徒の

相談・申請窓口を開設

食料や水、ふとんなどを
被災した方々へ
お届けしました

◆受け入れ方法／希望者は、必ず次の受付日時に受付窓口へ電話で
連絡してください。電話受付をしていない方は、入所できません。
◆受付日時／ 100人に達するまで、毎日午前9時〜午後3時
◆受入施設／老人福祉センターつつじ荘
◆受入の条件／ご自分で我孫子市内へ来られる方
※避難所へは、救援物資は持っていかないでください。救援物資が
必要な場合は、随時お知らせします。
◆受付窓口／市民安全課☎7185-8357
◆受入期間／ 4月30日㈯まで
◆受入人数／先着100人

　我孫子市災害救援ボランティアセ
ンターで救援物資を募集しています。 
◆品物／缶 詰（ お か ず に な る も
の）、レトルト食品、カップめん、
水、タオルケット（新品）、ふとん
セット（新品）、スニーカー（新
品）、米（玄米可。できる限り、５
キロに小分けしたものをお願いし
ます。）※賞味期限は６カ月以降
のものに限ります（カップめんは
３カ月以降）、品目は変更されま
すので、随時確認をお願いします。 
◆受付場所／我孫子市社会福祉協議
会（我孫子1861番地〈市役所とな
り〉）☎7184-1539
◆受付期間／ 4月22日㈮まで（15
日までの受付期間を22日まで延
長）午前9時〜午後5時（土・日を
除く）※直接、受付場所までご持参
ください。なお、宅急便などでの送
付はご遠慮ください。
※福島県相馬市からの支援要請。ま
た近隣13市防災連絡会の一員であ
る流山市が相馬市と災害協定を結ん
でいることから支援することにしま
した。

　福島県相馬市に３月 20 日、
サバイバルフーズ 3 万食、ア
ルファ化米 6000 食、３月
27 日（写真）に缶詰 530 個、
レトルト食品 4450 個、カ
ップめん 210 個、水 320
本、タオルケット新品 40 枚、
ふとん新品 55 セットを提供
しました。　　　　　　　　　　
　相馬市の立谷市長からは、
３月 22 日付けで、感謝状が
届きました。

　東北地方太平洋沖地震で被災した方に、保険会社や税務署等へ
の提出に必要となる「り災証明書」（災害にあったことの証明書）
を発行します。
◆持参するもの／印鑑、本人と確認できるもの、被害状況のわか
る写真または見積書・請求書のいずれか。（申請書には、必ず証
明書提出先の記入が必要です）
◆申請場所・時間／市役所市民安全課・平日の午前８時 30 分〜
午後５時（土・日曜除く）
◆問／市民安全課・内線 217、295

　東北地方太平洋沖地震で、我孫子市に避難をされているご家族で、
小・中学校のお子さんがいる場合は、我孫子市内の学校に通えるよ
う受付をしています。
　住民票の異動手続きや転校の書類がなくても受け付けます。
◆市内小学校・中学校の就学に関する相談・申請窓口
　教育委員会学校教育課☎7185-1268
◆県立高等学校の就学に関する相談・申請窓口
　千葉県教育庁指導課学力推進室
　☎043-223-4056、☎043-223-4057

　日本赤十字社と共同募金会では、東北地方太平洋沖地震の募金
箱を次のとおり設置しました。また、日本赤十字社では、義援金
の受け付けもしています。皆さんのご協力をお願いいたします。
◆問／社会福祉課（旧福祉相談課）・内線377

避難者を受け入れています

り災証明書等を発行します

被災地の一日も早い復興を被災地の一日も早い復興を
市内各所で義援金などを受け付けています市内各所で義援金などを受け付けています

　布佐・都地区の被災地区の復興を迅速かつ計画的に進めるため、
市役所東別館内に布佐地区東部復旧対策室を設置しました。
　復旧対策室には専任職員を配置して、被災地区全体の復興計画
の策定、道路や下水道などの復旧調整、被災住民の住宅再建の支
援などの業務を担当します。
今後は、被災住民の意向調査を実施し、復旧方針をまとめます

が、県の復興担当部署と連携しながら、一日も早い復興に取り組
んでいきます。
なお、布佐地区に現地事務所を開設する予定で、事務所が完成

次第移転します。

布佐・都地区の復興に向けて
復旧対策室を設置

我孫子市長　星野　順一郎
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市
税
収
入
が
年
々
減
少
す
る

中
、
昨
年
度
に
引
続
き
一
般
会
計

予
算
が
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ

た
の
は
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

を
追
加
し
た
ほ
か
、
生
活
保
護
費

　

我
孫
子
地
区
に
23
年
10
月
に
開

園
予
定
の
保
育
園
（
定
員
１
２
０

人
）
の
施
設
整
備
に
対
し
、
施
設

整
備
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

や
障
害
者
介
護
給
付
費
、
国
民
健

康
保
険
事
業
及
び
介
護
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
社
会
保
障

費
全
般
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
子

育
て
支
援
（（
仮
称
）
我
孫
子
保

育
園
の
施
設
整
備
補
助
や（
仮
称
）

め
ば
え
認
定
子
ど
も
園
の
施
設
整

備
補
助
な
ど
）
や
高
齢
者
支
援

（
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
1
0
0
床
）、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
施
設
整
備
補
助
）、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
浸
水
対
策
と
し
て
実
施
す
る
布

佐
ポ
ン
プ
場
築
造
や
我
孫
子
駅
北

口
浸
水
対
策
の
調
整
池
用
地
取
得

な
ど
）
な
ど
、
事
業
の
優
先
順
位

を
し
っ
か
り
と
精
査
し
て
、
適
切

な
財
源
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

市
の
歳
入
の
柱
と
な
る
市
税
の

う
ち
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画

税
は
前
年
度
と
比
較
し
て
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
市
民
税

は
団
塊
世
代
の
退
職
や
景
気
の
悪

化
に
よ
る
所
得
減
な
ど
に
よ
り
約

6
億
7
0
0
0
万
円
減
少
す
る
な

ど
、市
税
全
体
で
対
前
年
度
比
３
．

７
％
減
の
1
7
0
億
2
4
4
5
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金

（
年
度
間
の
予
算
の
調
整
を
行
う

た
め
の
積
立
金
）
か
ら
政
策
的
事

業
に
充
て
る
5
億
円
と
、
災
害
復

旧
に
充
て
る
2
億
5
0
0
0
万
円

の
繰
入
を
予
定
し
て
お
り
、
減
債

基
金
か
ら
も
平
成
18
年
度
発
行
の

オ
オ
バ
ン
あ
び
こ
市
民
債
の
満
期

○
（
仮
称
）
め
ば
え
認
定
子
ど
も

園
施
設
整
備
へ
の
補
助（
民
生
費：

保
育
課
）
1
億
１
６
６
２
万
円

　

24
年
4
月
に
開
園
予
定
の
認
定

子
ど
も
園
（
定
員
90
人
）
の
施
設

整
備
に
、
施
設
整
備
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
e
n
j
o
y
パ
パ
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
民
生
費
：
保
育
課
）

２
４
３
万
円

　

子
育
て
に
役
立
つ
知
識
や
技
術

が
身
に
付
く
講
習
会
・
講
演
会
、

親
子
遊
び
、
父
親
同
士
の
交
流
な

ど
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
い
、
男
性
の
子
育
て
参
加
を

促
進
し
ま
す
。

○
布
佐
ポ
ン
プ
場
の
築
造
（
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計：治
水
課
）

5
億
７
２
４
万
円

　

布
佐
東
地
区
の
浸
水
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
23
〜
24
年
度
（
継

続
費
設
定
）
に
か
け
て
ポ
ン
プ
場

一
括
償
還
に
充
て
る
た
め
１
億
円

の
繰
入
を
行
い
、
各
種
特
定
目
的

基
金
や
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
と

合
算
す
る
と
7
億
1
7
3
8
万
円

（
2
8
2
・
6
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付

税
が
国
の
地
方
財
政
計
画
に
よ

る
交
付
税
総
額
の
増
や
平
成

22
年
度
の
交
付
実
績
を
基
に
増

額
を
見
込
ん
で
お
り
、
総
額
で

12
億
4
0
0
0
万
円
（
98
・
4
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
支
出
金
（
県
か
ら
の
補
助

金
・
負
担
金
等
）
は
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
認
定
子
ど

も
園
の
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
が
増
と
な
っ
た
た
め
、

5
億
2
2
2
2
万
円
（
32
・
1
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
費
は
、
平
成
23
年
12
月
か

ら
議
員
定
数
が
28
人
か
ら
24
人
と

な
る
た
め
議
員
報
酬
等
は
減
額
と

な
り
ま
す
が
、
平
成
23
年
6
月
に

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
が
廃
止

と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
員
共
済
給

付
費
の
負
担
が
増
と
な
る
た
め
、

6
7
2
0
万
円
（
19
・
6
％
）
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
国
勢
調
査
の
終
了

な
ど
に
よ
り
1
億
3
8
1
万
円

（
2
・
5
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
費
は
、
生
活
保
護
扶
助
費

や
、
障
害
者
介
護
給
付
費
な
ど
の

社
会
保
障
費
の
増
加
が
主
な
増
要

因
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
介
護
老
人
福

祉
施
設
、
私
立
保
育
園
、
認
定

子
ど
も
園
の
施
設
整
備
に
対
す

る
補
助
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り

14
億
9
5
7
0
万
円
（
11
・
6
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

実
施
す
る
「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
」、「
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
」
の
予
防
接
種
と
、
平
成
22
年

度
か
ら
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

る
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
の
実

施
に
よ
り
1
億
9
5
6
4
万
円

（
7
・
3
％
）
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

商
工
費
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
月
2
回
土
曜
日
開
庁
の
実

施
や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

る
補
助
、
空
き
店
舗
活
用
補
助
の

実
施
な
ど
に
よ
り
２
１
７
３
万
円

（
6
・
9
％
）
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

土
木
費
は
、
湖
北
駅
北
口
駅
前

広
場
の
整
備
完
了
や
、
我
孫
子
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
費

の
減
少
、
杉
村
楚
人
冠
邸
の
整
備

完
了
な
ど
に
よ
り
、
4
0
9
5
万

円
（
1
・
2
％
）

の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

消
防
費
は
、

緊
急
車
両
（
高

規
格
救
急
車
・

救
助
工
作
車
・

資
機
材
搬
送

車
）
の
更
新
整

備
や
、
消
防
・

救
急
無
線
（
デ

ジ
タ
ル
化
）
広

域
化
及
び
共
同

化
整
備
事
業
の

実
施
に
よ
り

2
億
7
5
2
万

円
（
13
・
3
％
）

の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、

平
成
23
年
度
に

予
定
し
て
い
た

4
校
（
高
野
山

小
学
校
・
湖
北

小
学
校
・
湖
北
中
学
校
・
布
佐
中

学
校
）
の
小
中
学
校
校
舎
大
規
模

改
造
事
業
を
平
成
22
年
度
の
補
正

予
算
に
措
置
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
総
額
4
億
3
2
1
6
万
円

（
11
・
０
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
に
は
、5
5
0
0
万

円
を
計
上
し
、
予
備
費
に
は
公
共

施
設
等
の
復
旧
に
随
時
対
応
す
る

た
め
1
億
9
5
0
0
万
円
を
追
加

し
総
額
で
2
億
5
0
0
0
万
円
を

確
保
し
ま
し
た
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

（
商
工
費
：
商
工
観
光
課
）

７
０
０
万
円

　

市
内
事
業
者
の
受
注
拡
大
を
促

し
、
市
外
か
ら
の
転
入
促
進
に
よ

る
人
口
増
を
図
る
た
め
、
市
内
事

業
者
を
利
用
し
て
中
古
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
住
宅
所
有
者

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

平成23年度
一般会計予算は

に
343億3000万円

歳出 

民生費143億9169万円
（41.9％）

市税170億2445万円
（49.6％）

民生費143億9169万円
（41.9％）

総務費39億8853万円
（11.6％）

教育費35億772万円
（10.2％）

土木費33億9251万円
（9.9％）

公債費30億872万円
（8.8％）

衛生費28億6202万円
（8.3％）

消防費17億7263万円
（5.2％）

国庫支出金46億6650万円
（13.6％）

市債29億140万円
（8.5％）

地方交付税25億円
（7.3％）

県支出金21億5157万円
（6.3％）

地方消費税交付金10億4000万円（3.0％）
繰入金9億7123万円（2.8％）

その他24億5067万円（7.1％）

総務費39億8853万円
（11.6％）

教育費35億772万円
（10.2％）

土木費33億9251万円
（9.9％）

公債費30億872万円 
（8.8％） 

衛生費28億6202万円
（8.3％）

消防費17億7263万円
（5.2％）

ⓐ議会費4億946万円（1.2％）
ⓑ商工費3億3584万円（1.0％）
ⓒ農林水産業費3億1088万円（0.9％）
ⓓ予備費2億9500万円（0.8％）
ⓔ災害復旧費5500万円（0.2％）

歳入 

市税170億2445万円
（49.6％）

国庫支出金46億6650万円
（13.6％）

市債29億140万円 
（8.5％） 

地方交付税25億円 
（7.3％） 

県支出金21億5157万円 
（6.3％） 

地方消費税交付金10億4000万円（3.0％）
繰入金9億7123万円（2.8％）

その他24億5067万円（7.1％）

ⓐ分担金・負担金6億2418万円（1.8％）

一般会計予算の構成比 

ⓐ 

ⓐ
ⓑ
ⓒ
ⓓ
ⓔ

（　

）の
中
は
構
成
比 

　市の平成23（2011）年度当初予算が、3月の定例市議会で可決されました。
　一般会計は、3月1日号広報で340億8000万円とお知らせしましたが、東北地方太平洋沖地震の被災から
1日でも早く復旧するため、議案訂正を行い災害復旧に充てる予算として2億5000万円を増額し、343億
3000万円となりました。一般会計に６つの特別会計と水道事業会計を加えた予算総額は、前年度に比べ34億
1948万1000円増の616億9146万6000円となっています。　　　　　　　　　　問／財政課・内線220

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
で
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

我
孫
子
ら
し
さ
を
活
か
し
た

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
新
規
就
農
支
援
機
能
を
備
え
た

市
民
農
園
整
備
事
業
（
農
林
水
産

業
費
：
農
政
課
）
８
９
２
万
円

　

新
規
就
農
希
望
者
の
実
践
施
設

と
し
て
研
修
圃
場
を
3
カ
所
、
市

民
農
園
と
し
て
1
2
5
区
画
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
・
駐

車
場
等
の
附
帯
設
備
を
整
備
し
ま

す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
民

生
費
：
子
ど
も
支
援
課
）

１
５
５
０
万
円

　

医
療
費
助
成
の
対
象
を
23
年
8

月
か
ら
、
現
在
の
小
学
6
年
生
か

ら
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

○
（
仮
称
）
我
孫
子
保
育
園
施
設

整
備
へ
の
補
助
（
民
生
費
：
保
育

課
）
1
億
１
８
８
０
万
円

歳入
昨
年
度
に
引
続
き

市
税
が
減
少

昨
年
度
に
引
続
き

市
税
が
減
少

歳出
扶
助
費
の
増
加
に
よ
り

民
生
費
は

1
4
3
億
円
超
に

扶
助
費
の
増
加
に
よ
り

民
生
費
は

1
4
3
億
円
超
に
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の
建
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
我
孫
子
駅
北
口
浸
水
対
策
（
土

木
費
：
治
水
課
）
５
２
３
万
円

　

我
孫
子
4
丁
目
地
区
な
ど
の
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
調
整

池
予
定
地
の
不
動
産
鑑
定
お
よ
び

用
地
測
量
を
行
い
、
債
務
負
担
行

為
に
よ
り
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
の
修
正
（
総
務

費
：
市
民
安
全
課
）
５
０
０
万
円

　

新
た
に
指
定
さ
れ
る
土
砂
災
害

警
戒
区
域
、
千
葉
県
地
域
防
災
計

画
や
我
孫
子
市
水
防
計
画
の
修
正

な
ど
を
反
映
し
、
我
孫
子
市
地
域

防
災
計
画
の
修
正
を
行
い
、今
後
、

配
備
体
制
の
設
置
基
準
な
ど
災
害

に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
救
急
・
救
助
活
動
車
両
の
更
新

整
備
（
消
防
費
：
消
防
警
防
課
）

１
億
７
６
０
５
万
円

　

N
O
X
対
応
と
し
て
老
朽
化
し

た
東
署
の
高
規
格
救
急
車
や
西
署

の
救
助
工
作
車
、
資
機
材
搬
送
車

の
更
新
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
・
救
急
無
線
（
デ
ジ
タ
ル

化
）
広
域
化
お
よ
び
共
同
化
整
備

事
業
（
消
防
費
：
消
防
総
務
課
）

６
５
８
６
万
円

　

現
ア
ナ
ロ
グ

無
線
方
式
の
使

用
期
限
を
28
年

5
月
31
日
ま
で

と
す
る
電
波
法

関
係
審
査
基
準

の
改
正
に
伴
い
、

千
葉
県
お
よ
び

県
内
31
本
部
で

ア
ナ
ロ
グ
無
線

方
式
か
ら
デ
ジ

タ
ル
無
線
方
式

に
移
行
す
る
共

同
整
備
工
事
を

23
・
24
年
度
の

2
ヵ
年
で
実
施

す
る
た
め
、
そ

の
費
用
の
一
部

を
負
担
し
、
25

年
度
か
ら
の
運

用
開
始
を
目
指

し
ま
す
。

○
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
の
推

進
（
民
生
費
：
高
齢
者
支
援
課
）

３
億
８
２
８
０
万
円

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
や

広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
1
0
0
床
）
の
施
設
整
備
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営・支
援
（
介
護
保
険
特
別
会
計：

高
齢
者
支
援
課
）
２
２
９
０
万
円

　

布
佐
・
新
木
地
区
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
な
ん
で
も

相
談
室
）
を
整
備
し
、
そ
の
運
営

　障害年金加算改善法の施行にともない、平成23年4
月より障害基礎年金の加算の範囲が拡大され、それにと
もない障害基礎年金の子加算の運用が見直されます。
　児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場
合は、児童扶養手当を支給することが可能となります。
　ただし、１人の児童については、児童扶養手当と障害
基礎年金の子加算の両方を受給することはできません。
◆受給変更ができる場合
　両親の一方が児童扶養手当法施行令で定める障害の状
態にあることで、配偶者に支給される児童扶養手当と障害
基礎年金の子加算で受給変更になります。新たに児童扶養
手当を受給するためには、認定請求が必要になります。
◆受給変更ができない場合
　ひとり親世帯の方
詳しくは、下記までお問い合わせください。
◆問／国保年金課・内線326、子ども支援課・内線
８５２

障害年金加算改善法により
児童扶養手当の受給対象が拡大します

を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
ま
す
。

○
消
費
生
活
相
談
事
務（
商
工
費：

商
工
観
光
課
）
５
０
６
万
円

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
月
２
回

土
曜
開
庁
を
実
施
し
、
消
費
生
活

相
談
や
消
費
者
啓
発
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

会計名 

合　　計 

平成23年度 
予算額 

平成22年度 
予算額 

対前年度 
増減率 

区　分 平成23年度 
予定業務量 

平成22年度 
予定業務量 

対前年度 
増減率 

国民健康保険事業

介護保険事業

公共下水道事業

後期高齢者医療

土地区画整理事業

老人保健事業

127億8100万円 

66億1600万円 

33億1700万円 

12億1600万円 

1000万円 

500万円 

239億4500万円 

119億3000万円 

61億6700万円 

30億1400万円 

11億3900万円 

1400万円 

700万円 

222億7100万円 

7.1％ 

7.3％ 

10.1％ 

6.8％ 

△28.6％ 

△28.6％ 

7.5％ 

給水戸数 

年間総給水量 

5万2253戸 

1317万2000㎥ 

5万1630戸 

1307万4800㎥ 

1.2％ 

0.7％ 

会計名 平成23年度 
予算額 

平成22年度 
予算額 

対前年度 
増減率 

資本的収入 

資本的支出 

2億1293万円 

9億5077万円 

2億1241万円 

11億2976万円 

0.2％ 

△15.8％ 

会計名 平成23年度 
予算額 

平成22年度 
予算額 

対前年度 
増減率 

水道事業収益 

水道事業費用 

25億2820万円 

24億6569万円 

24億9001万円 

24億1121万円 

1.5％ 

2.3％ 

合　　計

老人保健事業 500万円 

239億4500万円 

700万円 

222億7100万円 

△28.6％ 

7.5％ 

特別会計

239億4500万円 
対前年度比7.5％増

■特別会計の内訳

■業務の予定量

■資本的収支（水道施設の建設・改良にかかる収支）

■収益的収支（水道料金収入や水道水を届けるための費用）

財政課・内線220問

水道局経営課☎7184-0114問

水道事業会計

34億1646万円
総事業予算は

○
布
佐
駅
南
側
の
都
市
基
盤
整

備
（
土
木
費
：
地
域
整
備
課
）

８
２
４
万
円

　

22
年
度
に
実
施
し
た
地
区
東
側

　市では、平成23・24年度平和事業の企画・運営を行う市民会議委員を募
集します。あなたの意見を我孫子市の平和事業に生かしてみませんか。
◆応募資格／市内在住・在勤・在学の方（他の審議会などに委嘱されている
方はご遠慮ください）
◆募集人数／ 2人
◆任期／平成25年3月31日まで
◆申・問／市が実施する平和事業についての意見やアイデアなどを800字
程度のレポートにまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号、市外にお住まいの
方は、勤務先または学校名を明記し、4月28日㈭必着で〒270－1192市
役所企画課（住所省略可）☎7185-1426へ郵送または持参

平和事業推進市民会議委員を募集

の
測
量
に
引
き
続
き
、
地

区
西
側
の
道
路
等
の
測
量

を
実
施
し
ま
す
。

○
手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家

線
の
整
備
（
土
木
費
：
交

通
課
）
３
億
２
９
３
１
万

円
　

寿
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

付
近
と
手
賀
沼
公
園
入
口

を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
の

未
整
備
区
間
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
23
年
度
も
引
き

続
き
、
用
地
の
取
得
や
建

物
な
ど
の
物
件
補
償
を
進

め
、
用
地
取
得
済
み
の
一

部
90
ｍ
の
区
間
で
擁よ

う

壁
工

事
と
道
路
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

○
湖
北
駅
北
口
の
整
備

（
土
木
費
：
交
通
課
）

３
４
１
７
万
円

　

市
が
整
備
す
る
駅
前
広

場
に
つ
い
て
は
、
22
年
度

で
整
備
が
完
了
し
、
23
年

度
は
県
が
整
備
す
る
湖
北

駅
北
口
線
の
整
備
に
要
す

る
事
業
費
の
一
部
を
負
担

し
ま
す
。

主
な
都
市
整
備

平成23年度予算を 
家庭の家計簿に例えると 

平成23年度の市の一般
会計予算額を10万分の1
に縮小し、家計簿に例え
てまとめてみました。 

　生活費や医療費・養育費などの割合が高いと、お金が急に必要なときに困ります。
少子化対策や高齢社会の進展などの影響で、義務的経費が年々増えていきます。
　収入の増加があまり期待できないなか、市民サービスを充実させ、地域を活性
化させるため、真に必要な事業は何かを考え、市が使えるお金のなかで計画的に
やりくりしていく必要があります。
　なお今年度は東北地方太平洋沖地震によって傷んだ家（市では公共施設など）
を補修するための経費（災害復旧事業費）を計上しています。

　会社からの給与や預金からの引き出しなどは自主財源で、ローンの借り入れ
や親せきなどからの仕送りは依存財源です。自主財源の割合が高い方が、やりく
りしやすくなります。我孫子市では59.2％（前年度62.6％）が自主財源、40.8％
（前年度37.4％）が依存財源になっています。去年よりも依存財源の割合が増え
ているのは、主に互助会からの配当金（地方交付税）が増えたためです。
　車や住宅の購入（市では道路や学校の建設）などの大きな支出で、将来役立つ
ものに使うお金は、計画的に借金したうえで今後の給与などで返済した方がよ
い場合もあります。しかし、安易に借金に頼らずに効率的な生活設計を行ってい
く必要があります。

収入
総額34万3300円

歳出
総額34万3300円

会社からの給料（市税）
17万245円（49.6％）
会社からの給料（市税）
17万245円（49.6％）

日用品・食費などの生活費
（人件費、物件費、補助費など）
17万4373円（50.7％）

医療費、養育費など
（扶助費）

7万3421円（21.4％）

子どもへの仕送り 
（繰出金） 

3万4161円（10.0％） 

車・住宅ローンの返済（公債費） 
3万87円（8.8％） 

家の増改築、車の購入（普通建設事業費） 
2万6051円（7.7％） 

日用品・食費などの生活費
（人件費、物件費、補助費など）
17万4373円（50.7％）

災害による家の補修
（災害復旧事業費）
550円（0.2％）

医療費、養育費など
（扶助費）

7万3421円（21.4％）

子どもへの仕送り 
（繰出金） 

3万4161円（10.0％） 

車・住宅ローンの返済（公債費） 
3万87円（8.8％） 

家の増改築、車の購入（普通建設事業費）
2万6051円（7.6％）

預金（積立金、貸付金など）
4657円（1.3％）

親せきなどからの仕送り
（国・県支出金など）
8万5711円（24.9％）

車・住宅ローンの借り入れ（市債） 
2万9014円（8.5％） 

互助会からの配当金（地方交付税） 
2万5000円（7.3％） 

親せきなどからの仕送り
（国・県支出金など）
8万5711円（24.9％）

車・住宅ローンの借り入れ（市債） 
2万9014円（8.5％） 

互助会からの配当金（地方交付税） 
2万5000円（7.3％） 

パート・家賃収入 
（使用料、手数料、分担金など） 
1万1805円（3.4％） 

預金からの引き出し（繰入金）
9712円（2.8％）

雑収入（諸収入、寄付金など） 
6813円（2.0％） 

前月からの繰り越し 
（繰越金） 
5000円（1.5％） 
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表の凡例
（　）内の数字は総職員数です。職員名は、課長職以上を掲載しています。
（兼）兼務：本務の他に職務を兼ねるという表示です。
（併）併任：兼務と同様ですが、任命権者が異なる場合に表示しています。
課内室：特定の行政課題への対応をするため、親課の内部組織として設置しています。

（　）内に表記しています。　　例　総務課課内室　（政策法務室）（工事検査室）

※平成２３年度は、秘書広報課に課内室として広報室を設置し、情報発信力と広報体制を強化します。
　また、収税課に債権回収室を設置し、公債権徴収を一元化します。
　なお、健康福祉部の福祉相談課と介護支援課は、社会福祉課と高齢者支援課にそれぞれ名称を変更しま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職員数　平成23年4月1日現在　874人

市の組織、主な仕事をお知らせします。

新規採用職員
　今年度の新規採用職員は、計３１人です。職種の内訳は、事務職17人、電気技術職（技師）1人、社会福祉士（福祉主事）3人、保健師 3人、保育士 4人、消防士 3人となっています。
◎田胡真奈美…総務部秘書広報課（事務職）◎佐藤　希…企画財政部企画課（事務職）◎金子邦敬…企画財政部課税課（事務職）◎後藤奈保子…市民生活部市民課（事務職）◎吉田愛美…市
民生活部市民課（事務職）◎渡邊さやか…市民生活部市民活動支援課（事務職）◎山本晃子…健康福祉部健康づくり支援課（保健師）◎中村実穂…健康福祉部健康づくり支援課（保健師）◎
耕納朋子…健康福祉部障害福祉支援課（福祉主事）◎高松博美…同 ◎髙橋由紀…健康福祉部障害福祉支援課（事務職）◎町田育代…健康福祉部高齢者支援課（事務職）◎内藤麻理子…健康福
祉部高齢者支援課（福祉主事）◎坂　鮎美…健康福祉部高齢者支援課（保健師）◎美濃佑樹…健康福祉部国保年金課（事務職）◎永原菜穂…子ども部子ども支援課（事務職）◎藤根真理子…
子ども部保育課（保育士）◎大沢有紀…同 ◎吉田友美…同◎植松克裕…同 ◎山田孝介…環境経済部手賀沼課（事務職）◎鈴木　徹…環境経済部商工観光課（事務職）◎安藤博諒…建設部道路
課（事務職）◎名古陽一…建設部交通課（事務職）◎渡辺吉信…建設部治水課（事務職）◎山本耕平…都市部都市計画課（事務職）◎水谷克彦…都市部建築住宅課（技師）◎湯下友美…教育
委員会事務局（事務職）◎杉森龍郎…消防署（消防士）◎池田貴大…同 ◎相馬功一朗…同

市　　　長　　星野順一郎

副　市　長　　青木　　章

部名 課　　名 職員名 主な仕事

総務部 総務課 （兼）課長 日暮　等 職員の人事・給与・研修、 
行政改革、文書、統計、
情報公開

部長 倉部俊治 （18） 副参事 香取孝俊
次長 日暮　等 副参事 千濱孝司
参事 湯下文雄 主幹 日暮延浩

（47） 主幹 川村　豊 例規・議案の調製・訟務
( 政策法務室 ) （兼）室長 千濱孝司 工事検査
( 工事検査室 ) （兼）室長 香取孝俊

秘書広報課 課長 立澤幸雄 市長・副市長の秘書、市政へ
の手紙、陳情、法律相談（11） 主幹 渡辺唯男

主幹 鈴木　肇
（広報室） （兼）室長 鈴木　肇 広報、ホームページ

情報システム課 課長 金子　晃 ＯＡ化の推進、情報化の推進（6）

管財課 （兼）課長 湯下文雄 公有財産の管理、工事な
どの入札・契約、営繕（9） 主幹　 平賀健之

主幹　 染谷明宏

総務部付派遣職員等 千葉県後期高齢者医療
広域連合へ派遣（2）

企画財政部 企画課 課長　　 大畑照幸 総合計画、広域行政、
行政評価、庁議部長 峯岸幹男 （10） 主幹 丸山忠勝

参与 芹澤一夫 主幹　 吉成正明
次長 湯下正洋 （成田線沿線活

性化推進室） （兼）室長　 大畑照幸 成田線の利便性向上、鉄道の
輸送力強化、沿線活性化参事 中迫哲朗

（65）
財政課 課長　　　 小島茂明 予算の編成・執行調整、

地方交付税、市債（8）

課税課 （兼）課長　 中迫哲朗 市・県民税の賦課・税証明、
土地・家屋の調査・評価（30）

収税課 （兼）課長　 湯下正洋 市・県民税の収納・滞
納調整、
納税の指導・啓発

（17） 主幹 関根　豊
（債権回収室） （兼）室長 関根　豊

市民生活部 市民課 課長 大山幸雄 戸籍、住民票、印鑑証明、
外国人登録、住居表示部長 枝村　潤 （24） 主幹 江木　稔

次長 高橋　操
（42） 市民活動支援課 ( 兼）課長 高橋　操 市民活動、ＮＰＯ、自治会、近隣

センターの整備、地縁団体（10） 主幹 杉本君子
（男女共同参画室） （兼）室長 杉本君子 男女共同参画プランの推進

市民安全課 課長 海老原三男 地域防災計画、総合防災
訓練、防犯、交通安全（7）

健康福祉部 社会福祉課 （兼）課長 湯下廣一 福祉全般の相談、DV 相談、生活保護、民生委
員、健康福祉総合計画、人権擁護、自殺対策部長 長塚九ニ夫 （16）

次長 湯下廣一
参事 宇田川勝 健康づくり支援課 （兼）課長 宇田川勝 母子・成人保健、休日診療所、

狂犬病予防（129） （24） 主幹 松谷浩光

障害福祉支援課 課長 小林信治
障害者の相談、障害者
への給付

（41） 主幹 大瀧小夜子
（障害者就労支
援センター）

施設長 ( 兼）障害者
就労支援センター長
( 兼）あらき園長

川村信夫

高齢者支援課 課長 磯辺久男 介護保険、高齢者福祉（23） 主幹 國田千以子
（高齢者なんでも相談室） ( 兼）室長 國田千以子 介護予防マネジメント、

高齢者の総合相談

国保年金課 課長 四家秀隆 国民健康保険、国民年金、
後期高齢者医療（24） 副参事 斉藤　博

子ども部 子ども支援課 課長
主幹

増田正夫
長谷川敬一

放課後対策、児童手当、
乳幼児医療、児童福祉、
青少年団体の指導育成

部長 瀨戸井信之 （14）
次長 田口盛邦

少子化対策、子ども総合計画
（128）

保育課 ( 兼）課長 田口盛邦

保育園、幼稚園、子育
て支援拠点

（93） 主幹 山﨑久江
寿保育園長 小川富実子
湖北台保育園長 松原菊子
東あびこ保育園長 牧野敏子
根戸保育園長 和田幸恵
並木保育園長 増田菊江
つくし野保育園長 吉田千代子

子ども相談課 課長（兼）室長 渡辺通夫 子どもと家庭の相談、
子ども虐待の防止対策

（20）
（子ども虐待
防止対策室）

主幹 ( 兼）こども発
達センター所長 中村耕造

環境経済部 手賀沼課 （兼）課長 宮田幸雄 水質保全、公害対策、谷津ミ
ュージアム、地球温暖化対策部長 海老原美宣 （14） 主幹 成嶋文夫

次長 宮田幸雄
参事 鈴木正己 クリーンセンター ( 兼）課長 鈴木正己 廃棄物・し尿の処理、資源の

回収、リサイクルの推進（55） （20） 副参事 板東洋司

商工観光課 課長 杉山敦彦 商工業の振興、中小企業への
融資、観光、消費者保護（9）

農政課 課長 徳本博文 農業の振興、農業施設の災害
対策、市民農園、地産地消（11） 主幹 増田浩四郎

建設部 道路課 （兼）課長 新橋康生 道路の整備、街路灯・街路樹
の維持管理、道路境界査定部長 大畑　章 （22） 主幹 大谷　正

次長 新橋康生
参事 今井正直 交通課 （兼）課長 山本大助 駐輪場、市民バス、交

通網整備参事 山本大助 （13） 主幹 田村広文
（62）

下水道課 課長 後藤秀和 公共下水道の計画・維持管理、
水洗化の普及（12） 主幹 大里芳久

治水課 ( 兼）課長 今井正直 治水対策、排水路の整備、
雨水流出抑制の指導（14） 主幹 星野幸夫

都市部 都市計画課 ( 兼）課長 渡辺昌則 都市計画、土地利用計画部長 五十嵐誠 （9） 主幹 山﨑　勉
次長 大塚基勝 （景観推進室） ( 兼）室長 渡辺昌則 景観形成
次長 渡辺昌則
参事 小出紀幸 建築住宅課 （兼）課長 小出紀幸 住宅政策、建築確認申請、

市営住宅、違反建築物の措置（55） （15） 主幹 渡辺良宏

公園緑地課 （兼）課長 大塚基勝 公園の整備・維持管理、
緑地・樹木の保全、墓地（14）

地域整備課 課長 岸本康憲 土地区画整理、まちづく
り事業の計画策定・施行（9）

宅地課 課長 大塚隆雄 開発行為の事前協議、
開発許可（7） 主幹 寺田素春

会計 会計課 （兼）課長 高田珠江 金銭の出納会計管理者・ 高田珠江 （7）
参事

（7）

水道局 経営課 課長 増田建男 事業計画、経営管理、経理、
水道料金の徴収局長 中野　洋 （10） 主幹 飯塚新一

（24）
工務課 課長 海老原操 浄水施設の管理運営、給水、

漏水事故の処理（14） 主幹 古谷　靖

消防本部 総務課 （兼）課長 豊嶋　昇 事業計画、消防の基本
施策の企画消防長 藤根　勉 （10） 副参事 中村光男

次長 鈴木正美
次長 豊嶋　昇 予防課 課長 花嶋　浩 火災の予防、防火思想の普及、

防火用設備の設置（146） （7）

警防課 課長 立澤和弥 消防団、水防、雑草の
除去（7）

西消防署 （兼）署長 鈴木正美 消火、災害救助、救急
活動（72） つくし野分署長 長島　操

東消防署 署長 飯尾　猛 消火、災害救助、救急
活動（48） 湖北分署長 椎名惣太郎

議会事務局 事務局次長 増田信也 議会の運営、議事録の調製、
請願・陳情の受け付け事務局長 藤代　勉

（6）

監査委員事務局 事務局次長 岩瀬雅史 出納・事務事業の監査事務局長 十文字栄一
（4）

選挙管理委員会事務局 （併）事務局次長 日暮延浩 選挙人名簿の調製・縦覧、
投票区の設定、選挙の執行( 併）事務局長 倉部俊治

（2）

農業委員会事務局 事務局次長 飯塚　豊 農地の権利移転調整・
転用( 併 ) 事務局長 海老原美宣

（3）

教育委員会
教育長 中村　準

教育総務部 総務課 ( 兼）課長 増田賢一 教育委員会の庶務、学校
設備の整備・維持管理部長 高橋俊明 （8） 主幹 川俣　清

次長 増田賢一
（58） 学校教育課 課長 直井　淳 通学区域の設定、就学・転学、

学校保健、学校給食（32）

指導課 課長 田中　聡 教育方針、教職員の研修・指導
（8）

（少年センター） センター長 石井美文 街頭指導、少年相談

教育研究所 所長 相本政秀 教育相談、特別支援教育
（7）

生涯学習部 生涯学習課 課長 ( 兼）
公民館長 木村孝夫 生涯学習施策の企画・総合調整、

学習情報の収集、紹介部長 山根雄二 （12）
次長 井上玲子 副参事 鷲見政夫 学習相談、学級、講座、展示会
参事 深山まさ江

（46） 文化・スポーツ課 （兼）課長（兼）
白樺文学館館長 深山まさ江 芸術文化の振興、文化

財の保護、スポーツの
振興

（11）
主幹 市原和正
主幹 西沢隆治

鳥の博物館 館長 野口信彦 博物館の整理、資料の
収集・保管、調査研究（5）

図書館 （兼）館長 井上玲子 図書の貸し出し、
図書館の企画運営（14）

問総務課・内線282
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月　日
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

21日(土 )
18日 (土 )
9日 (土 )
6日 (土 )
10日 (土 )
15日 (土 )
5日 (土 )
10日 (土 )
21日 (土 )
18日 (土 )
10日 (土 )

開講：オリエンテーション ～谷津ミュージアムについて～
谷津田の自然骨格（講）（実）
谷津での農業（講）　田んぼ作業（実）
水辺づくりⅠ（講）（実）
稲刈り・オダづくり（実）
水辺づくりⅡ（講）（実）
収穫祭（谷津まつり）
雑木林管理（講）（実）
鳥からみた谷津の自然（講）　鳥の観察（実）
ニホンアカガエル（講）（実）
まとめ今後の活動について

９時３０分～1２時（講）…講義、（実）…実習

※天候などにより休講または内容・時間が変更になる場合があります。

谷津学校第9期生

　
次
の
と
お
り
公
募
補
助
金
の
交
付
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業

　

補
助
金
等
交
付
基
準
に
照
ら
し
て
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
・
活

動
が
対
象
で
す
。
今
回
は
平
成
24
年
度
か
ら
最
長
で
3
年
間
分
（
平

成
26
年
度
ま
で
）
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
申
請
で
き
ま
す
。
補
助
す

る
範
囲
は
、
補
助
対
象
経
費
総
額
の
10
～
50
％
ま
で
で
す
（
補
助
対
象

経
費
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

◆
応
募
資
格

　

地
域
の
公
益
の
増
進
に
寄
与
し
、
か
つ
営
利
を
目
的
と
し
な
い
任
意

団
体
も
し
く
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
、
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
市
内
で
活
動
し
て
い
る
も
の
。

※
政
治
や
宗
教
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
、
原
則
同
一
の
事
業
・
目

的
で
市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
、
市
や
市
教
育
委
員

会
と
共
催
す
る
事
業
・
活
動
を
除
き
ま
す
。

◆
審
査
方
法

　

市
民
・
学
識
経
験
者
5
人
に
よ
る
第
三
者
機
関
（
我
孫
子
市
補
助

金
等
検
討
委
員
会
）
の
審
査
を
経
て
、
市
が
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み

　

応
募
書
類
（
市
民
活
動
支
援
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

添
付
書
類
を
添
え
て
、
7
月
1
日
㈮
午
後
5
時
ま
で
に
市
民
活
動

支
援
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
8
8

・

4
8
9

◆
平
成
23
～
25
年
度
分
の
審
査
結
果
（
左
表
）

　

平
成
23
年
度
は
25
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
23
年

度
か
ら
新
た
に
交
付
が
始
ま
る
団
体
は
次
の
6
団
体
で
す
（
昨
年
7

月
に
申
請
の
あ
っ
た
9
件
の
う
ち
、
6
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
）。

我孫子市公募補助金　平成24〜26年度交付分の対象事業を募集
団体名 主な対象補助事業 補助年限 補助限度額

おたまじゃくし
の会 21 万円

平成23～
25年度

障がい者のプールでの活
動をサポートする活動

手賀沼わん
ニャンクラブ 12 万円

平成23～
25年度

若松地区の野良犬・猫による迷惑事項
をできる限り少なくし、野良犬・猫を
ゼロにする活動（対象は去勢・避妊手
術、飼い主探しのＰＲ活動など）

船戸の森の会 2万円
平成23～
25年度

船戸の森で行う自然観察
会などの環境教育や独自
に取り組む自然環境調査

パソコン
楽しみ隊 9万円

平成23～
25年度

パソコン学習支援活動（市
内中学校と障害者福祉セ
ンターでのパソコン学習
のアシスト）

七草粥
実行委員会 5万 9000 円平成23年度

七草粥フェスタの開催（ま
ちの賑わいづくり、食文
化の伝承や地元農産物の
ＰＲなど）

あびこ少年少女
合唱団 40 万円

平成23～
25年度

合唱を通じて子どもたち
の豊かな心の育成と文化
芸術の振興に寄与する活
動

あびこ 身近なとり あびこ 植物図鑑

にクモや昆虫を食べ、巣材にもクモの糸をよく
利用します。茎の間を忙しく移動し餌

えさ

を探し、
時々両脚を大きく開いて止まったりする姿がお
もしろいです。
　繁殖期の春になると、オスは「ヒッヒッヒッ」
と鳴きながら舞い上がり、「チャチャチャ」と鳴
きながら舞い降りて縄張りを主張します。冬は
草原に潜んで目立たない鳥なので、オスの縄
張り防衛戦が繰り広げられる春から夏に、ぜ
ひ観察してみてください。

　三月下旬に市内を回
まわ

る
と、道端の草むらでノビ
ルが細長い葉を伸ばして
いました。
  ノビルは畑や道端、土
手などに見られる多年草
で、全体にニラのような
香りがあります。地下に
はラッキョウに似た白い
輪
り ん

茎
け い

があり、分裂して数
を増やします。葉は断面

が三角形で、中央が凹
へ こ

んでおり、輪茎ととも
に食べることができます。
 五〜六月になると花

か

茎
け い

をのばし、その先に白
紫色の花をつけ、種子をつくります。しかし、
花の場所にはしばしば珠

し ゅ

芽
が

ができ、珠芽（む
かご）が地に落ちると発芽します。ノビルは種
子、珠芽、輪茎で繁殖します。

セッカ（ウグイス科） ノビル（野蒜）ゆり科
写真：岡本 信夫（鳥の博物館友の会）　
文　：村松 和行（鳥の博物館学芸員）　

茎にとまるセッカ

　セッカはスズメ
より小さいウグイ
スの仲間で、河
原の草原や水田
で 見られます。
地味な羽色です
が、尾羽下面の
黒い横縞がよく
目立ちます。主

第
一
回
手
賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学

募集　

谷
津
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
山
林
な

ど
で
の
体
験
や
交
流
を
重
視
し
た
内
容
で
、卒
業
後
は
、

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
内
容
：
右
表
参
照

◆
対
象
・
定
員
：
15
歳
以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方
、

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
：
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
F
A
X
の
い
ず

れ
か
で
、「
谷
津
学
校
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
示
し
、5
月
6
日
㈮
必
着
で
〒
2
7
0

−

1
1
9
2

手
賀
沼
課
（
住
所
省
略
可
）・
内
線
4
6
5
、
F
A
X
 

7
1
8
6

−

5
2
2
2

※
天
候
な
ど
に
よ
り
休
講
ま
た
は
内
容
・
時

間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
は
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
行

い
、
他
校
の
異
学
年
の
児
童
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
立
心

や
協
調
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
日
程
：
5
月
18
日
㈬
の
放
課
後
か
ら
20
日
㈮
の
登
校
ま

で 

（
期
間
中
、
塾
や
部
活
動
は
行
え
ま
せ
ん
）
※
学
校
と
手

賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
間
は
バ
ス
等
で
送
迎   

〈
事
前
研
修
〉

◆
日
時
：
５
月
14
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

◆
場
所
：
市
役
所
分
館
２
階
（
大
会
議
室
）
※
参
加
者
及
び

保
護
者
は
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
：
野
外
炊
飯
・
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
な
ど
（
予
定
）

◆
対
象
：
我
孫
子
第
三
小
、
湖
北
小
、
布
佐
小
、
新
木

小
の
4
年
生
～
6
年
生 

合
計
36
人
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
（
初
め
て
の
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
）

◆
参
加
費
：
3
0
0
0
円
（
食
事
代
、
保
険
料
、
シ
ー

ツ
代
な
ど
）

◆
申
し
込
み
：
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
で
、
学
校
名
、
学
年
、

組
、
住
所
、
氏ふ

り

が

な名
、 

電
話
番
号
、
性
別
、
保
護
者
の

氏
名
を
明
記
し
、
４
月
26
日
㈫
必
着
で
〒
2
7
0

−

1
1
9
2
子
ど
も
支
援
課
「
宿
泊
通
学
」
係
（
住
所

省
略
可
）、
E
メ
ー
ルseishou@

city.abiko.chiba.jp

◆
問
：
子
ど
も
支
援
課
・
内
線
8
4
4

募集

文・写真：佐久間 俊行

28470
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子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
、
大
腸
が
ん
の
個
別
検
診
が

6
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
検
診
に

は
受
診
券
が
必
要
で
す
。次
の
①
・

②
の
対
象
者
の
方
に
は
、
す
で
に

受
診
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
発

送
対
象
者
以
外
で
受
診
を
希
望
す

る
方
は
、健
康
づ
く
り
支
援
課（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
へ
受
診
す
る
7
日

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
過
去
5
年
（
平
成
18
年
4
月
1

日
〜
23
年
1
月
31
日
）
以
内
に
市

の
受
診
券
を
使
い
、
子
宮
が
ん
、

乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
大
腸
が

ん
の
い
ず
れ
か
の
検
診
を
一
つ
で

も
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
方

②
平
成
23
年
度
内
（
平
成
23
年
4

月
1
日
〜
24
年
3
月
31
日
）
に
、

男
性
40
歳
〜
70
歳
、
女
性
20
歳
〜

70
歳
ま
で
の
5
歳
刻
み
の
年
齢
に

達
す
る
方
（
た
だ
し
、
市
・
県
民

税
特
別
徴
収
の
方
は
除
く
）

◆
実
施
期
間
：
平
成
23
年
6
月
〜

24
年
1
月
末

◆
日
時
・
場
所
：
5
月
20
日
㈮
・

23
日
㈪
・
24
日
㈫
・
25
日
㈬
・
27

日
㈮
・
30
日
㈪
い
ず
れ
も
午
前
・

午
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
：
子
宮
頸け
い

部ぶ

細
胞
診

◆
対
象
：
市
内
に
住
民
登
録
・
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
女
性
（
平
成
4
年
3
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）　　

◆
費
用
：
６
０
０
円

◆
申
込
方
法
：
ハ
ガ
キ
・
封
書
・

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口（
1
人
1
通
・

連
名
不
可
）
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、「
子
宮
が
ん

検
診
希
望
」
を
明
記

※
電
話
・
F
A
X
は
不
可  

◆
締
切
日
：
4
月
21
日
㈭
必
着

※
受
診
者
に
は
、
5
月
上
旬
ご
ろ

に
「
検
診
の
ご
案
内
・
子
宮
が
ん

検
診
受
診
票
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、
平
成
24
年

1
月
末
ま
で
市
内
委
託
医
療
機
関

（
費
用
１
４
０
０
円
）
で
も
受
診

可
能
で
す
。

◆
申
・
問
：〒
２
７
０

−

１
１
３
２

湖
北
台
1
の
12
の
16
健
康
づ
く
り

支
援
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎

７
１
８
５

−

１
１
２
６

　市では、高齢期における健康づく
りの取り組みとして、65歳以上の
要介護認定を受けていない方を対象
に、基本チェックリストを郵送して
います。このチェックリストは、自
身の健康状態をよく知り、心身の衰
えがないかチェックするためのもの
であり、健康状態の目安となるもの
です。是非、この機会に基本チェッ
クリストを活用し、ご自身の健康を
チェックしてみましょう。
※発送時期は、誕生月別に3回に分
けて行いますのでご注意ください!!
①4月下旬発送（4月〜 7月末生ま
れ）②7月下旬発送（8月〜 11月
末生まれ）③10月下旬発送（12月
〜3月末生まれ）
※なお、今回ご記入いただいた基本
チェックリストの結果、一定項目以
上に該当し生活機能の低下が心配さ
れる方へ、後日介護予防事業へのご
案内を送付いたします。
問：高齢者支援課（旧:介護支援課）
☎7185-1112

いきいき

健康
福祉

平
成
23
年
度
の
各
種
が
ん
検
診

6
月
か
ら
開
始
（
個
別
検
診
）

平
成
23
年
度
の
各
種
が
ん
検
診

6
月
か
ら
開
始
（
個
別
検
診
）

や
さ
し
い　
　

レ
ッ
ス
ン

楽しく学ぶ
体験型

健康宣言教室

分
〜
3
時
30
分
（
受
付
午
後
1

時
15
分
〜
）
※
雨
天
順
延
（
順

延
日
5
月
19
日
㈭
）

◆
場
所
：
手
賀
沼
公
園
（
ア
ビ

ス
タ
・
公
園
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

集
合
）

◆
内
容
：
初
夏
の
手
賀
沼
公
園

で
美
し
い
姿
勢
と
歩
き
方
の
コ

ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
遊
歩
道

で
数
㎞
の
実
践
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
ま
す
。
講
師
…
須
藤
順
子

さ
ん
（
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指

導
士
）　

◆
対
象
：
市
内
在
住
の
40
歳
～

64
歳
ま
で
の
方

◆
定
員
：
先
着
30
人
（
両
日
参

加
で
き
る
方
優
先
）

◆
持
ち
物
：
動
き
や
す
い
服
装
、

リ
ュ
ッ
ク
、
外
履
き
シ
ュ
ー
ズ

（
紐
付
き
）、
帽
子
、
飲
み
物
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、健
康
手
帳（
お

持
ち
の
方
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
・
問
：
電
話
で
健
康
づ

く
り
支
援
課
☎
7
1
8
5

−

1
1
2
6　

※
6
月
は
『
初
め

て
で
も
大
丈
夫
！
や
さ
し
い
ヨ

ガ
』、
７
月
は
『
調
理
実
習
＆
お

口
か
ら
の
健
康
づ
く
り
♪
』
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

広
報
あ
び
こ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
た
体
験
型
の
健
康
づ
く
り

教
室
で
す
。
テ
ー
マ
を
変
え
て

毎
月
1
回
実
施
！
ご
自
分
に

合
っ
た
教
室
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
♪

◆
日
時
：
5
月
9
日
㈪
・
16
日

㈪
（
全
２
日
間
）
午
後
1
時
30

子
宮
が
ん
集
団
検
診
の

申
し
込
み
締
切
間
近
で
す

◆
日
時
：
５
月
８
日
㈰
午
後
1
時

30
分
〜
4
時　

◆
場
所
：
け
や
き
プ
ラ
ザ
７
階
研

修
室

◆
内
容
：「
体
と
脳
を
元
気
に
す

る
‼
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」、
健
康
講
話
と
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
の
体
験
。
講
師
…
大

蔵
倫
博
さ
ん
（
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
）

◆
対
象
：
市
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
方
、
先
着
60
人
（
要
事
前
申
し

込
み
）　

◆
費
用
：
５
０
０
円

◆
申
・
問
：
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
、N
P
O
法
人
ス
マ
イ
ル
ク

ラ
ブ
・
大
浜
☎
７
１
６
９

−

４
１

８
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
６
９

−

3
3
0

3
、
E
メ
ー
ルsm

ile-c@
jcom

.
hom

e.ne.jp
◆

日
時
：
５
月
14
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
2
時

◆
場
所
：
道
の
駅
し
ょ
う
な
ん

◆
内
容
：
糖
尿
病
生
活
相
談
、フ
ッ

ト
ケ
ア
相
談
、肺
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、

骨
量
測
定

◆
参
加
費
：
無
料

◆
問
：
千
葉
県
看
護
協
会
☎
０

４
３

−

２
４
５

−

０
０
２
５

ス
マ
イ
ル
健
康
セ
ミ
ナ
ー

第
21
回
　

県
民
が
集
う
「
看
護
の
日
」

基本チェックリストの
ご記入をお願いします
基本チェックリストの
ご記入をお願いします

健康
生活のための

早めの検診
忘れず受診

がん検診は混み合う前に
平成23年度
各種がん検診の

お知らせ

休日に病気・歯痛になったら休日診療所へ 

こどもの急病電話相談室

休日・夜間に病気になったら 

毎日夜間の19時～22時まで、
看護師や小児科医が電話で相談に応じます。

☎♯8000または043-242-9939

診 療 科 目／歯科（午前のみ）、内科、小児科 
受 付 時 間／9時～11時30分、13時～16時30分 
問い合わせ／休日診療所　☎7187-7020（診療時間内） 
住　　　所／湖北台1の12の17（湖北駅南口徒歩1分） 
※休日は、日曜日・祝日・年末年始 

消防署（☎7184-0119）に電話をしてください。 
休日・夜間救急病院、小児救急病院をご案内します。 
案内された病院に行く場合は、症状やけがの状態を病院に直接電話し 
てから受診してください。 
※緊急の場合は迷わず「☎119」へ電話をしてください。 
※休日や深夜などの診察料は、時間外加算のため割高になります。 
※休日は、日曜日・祝日・年末年始 

プロが
教える

ウォーキングレッスン
5
月
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◆
場
所
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
に
こ
に
こ
広
場
」（
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
我
孫
子
店
２
階
）

◆
対
象
：
我
孫
子
市
内
在
住
の
6

カ
月
～
未
就
園
児
（
病
児
保
育
は

い
た
し
ま
せ
ん
）

◆
定
員
：
15
人
（
予
約
優
先
）

◆
利
用
料
：
１
時
間
５
０
０
円（
兄

弟
利
用
時
割
引
有
）
以
降
30
分
ご

と
に
２
５
０
円
＋
保
険
料
別
途
・

１
０
０
円 

◆
持
ち
物
：
名
札
、
住
所
の
確
認

で
き
る
も
の
、
着
替
え
一
式
、
オ

ム
ツ
、
お
し
り
拭
き
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
2
枚
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
お

弁
当
（
必
要
に
応
じ
て
）、
お
手

ふ
き　

◆
申
・
問
：
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ

（
深
津
）　

☎
０
９
０

－

５
３
１
５

－

６
５
８
０
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
に
こ
に
こ
広
場
」　

☎

７
１
８
５

－

８
８
８
２
（
火
曜
休

館
）　

◆
主
催
：
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
、
我

孫
子
市

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、
育
児
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）
と
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

に
よ
る
育
児
の
相
互
援
助
の
調
整

を
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
預
か

り
や
、
保
育
園
・
幼
稚
園
等
へ
の

送
迎
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

方
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
5
月
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
開

設
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
開
設
時
間
：
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
5
時
（
電
話
受

付
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

◆
定
休
日
：
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始

◆
場
所
：（
事
務
所
）
本
町
3
の

２
の
28
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
我
孫

子
店
2
階

◆
援
助
活
動
：
市
内

◆
対
象
会
員
：（
利
用
会
員
）
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

生
後
6
カ
月
か
ら
小
学
校
3
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
（
提

供
会
員
）
市
内
在
住
で
子
ど
も
の

好
き
な
方
、
援
助
活
動
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
方

※
資
格
・
経
験
不
問

◆
会
費
：（
利
用
会
員
）
入
会
金

５
０
０
円
、
年
会
費
１
２
０
０
円

（
提
供
会
員
）
入
会
金
５
０
０
円

◆
利
用
料
及
び
報
酬
：
月
～
金
曜

日
７
０
０
円
／
時
、土
・
日
、祝
日
・

年
末
年
始
９
０
０
円
／
時
、
利
用

時
間
は
原
則
午
前
6
時
～
午
後
10

時◆
申
・
問
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
８
６

－

４
１
６
１

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
！
月
に
１
回
市
民
活
動
と

し
て
の
短
時
間
託
児
が
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー「
に
こ
に
こ
広
場
」

で
始
ま
り
ま
す
。
ど
ん
な
理
由
で

も
大
丈
夫
で
す
。
い
つ
も
頑
張
っ

て
い
る
マ
マ
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
に
、“
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
”
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

◆
実
施
日
：
毎
月
第
４
火
曜
日
午

前
10
時
～
午
後
3
時
（
最
終
受
付

午
後
2
時
）

○麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種を受けましょう！
　平成18年度から麻しん風しんの予防接種は２回接種となりました。２回目の
接種は、小学校入学１年前となります。なお、２回目の接種機会がなかった平成
２年４月２日～平成12年４月１日生の方は、中学１年生と高校３年生相当の時
期が２回目の接種対象となります。接種期間に受け忘れた方は、有料になります。
受け忘れのないようにご注意ください。
　平成23年度の２期・３期・４期の対象者には、３月末に予診票を個別送付い
たしました。まだ届いていない方は、健康づくり支援課までご連絡ください。ま
た、麻しんや風しんにかかった方で、単独ワクチンを希望される場合は、麻しん
単独・風しん単独の予診票を発行しますので、医療機関受診前に健康づくり支援
課までご連絡ください。
◆対象者：MR2期　平成17年4月2日から平成18年4月1日生まれの方
　　　　　MR3期　平成10年4月2日から平成11年4月1日生まれの方
　　　　　MR4期　平成5年4月2日から平成6年4月1日生まれの方
※必ず母子健康手帳を持参し、保護者同伴でお願いいたします。
◆接種期間：平成23年4月1日～平成24年3月31日　※接種期間を過ぎて接種
する場合は、法定外接種（有料：約1万円程度）となりますのでご注意ください。
○ジフテリア破傷風混合（ＤＴ）２期も忘れずに受けましょう！
　乳幼児期に接種した百日せきジフテリア破傷風混合（DPT）第1期（４回）の
追加接種を行うことで、ジフテリア破傷風混合の免疫を確保するものです。小学
校６年生に予診票を個別通知いたしました。まだ届いていない方又は対象年齢に
なっていて予診票がお手元にない方は、健康づくり支援課までご連絡ください。
◆対象年齢：11歳以上13歳未満　※13歳を過ぎて接種する場合は、法定外接
種（有料：約6000円程度）となりますのでご注意ください。
◆問：健康づくり支援課☎7185－1126

すくすく

子育て
教育スマイル・ママスマイル・ママ

を利用しませんか？

短時間託児
ママの笑顔がみんなの笑顔!

みんなで子育て助け合い !

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター
を開設しています!

け忘れはありませんか？予防接種のお知らせ受

　県では、交通安全活動に関心と意欲を持ち、地域でボランティアとして
活動を行う「交通安全推進隊」（交通安全ボランティア）を募集します。
◆応募資格／平成７年４月１日以前に生まれ、県内在住・在勤・在学の方
※年１回研修会（６月開催予定）があります。
◆登録期間／７月１日から１年間
◆活動区域・回数／小学校区ごとにグループで月１回以上
◆募集期間／４月８日㈮～５月９日㈪必着
◆活動内容／通学路での街頭監視、保護・誘導活動や交通安全に関する高
齢者宅訪問活動など
◆応募方法／応募用紙に必要事項を記入し、東葛飾地域振興事務所（旧東
葛飾県民センター）地域振興課または県生活・交通安全課あてに郵送（持
参またはＦＡＸ可）。県ホームページ（ http://www.pref.chiba.lg.jp）
からも申込みできます。
※応募用紙は、東 飾地域振興事務所（旧東 飾県民センター）地域振興
課、我孫子警察署、市役所市民安全課に用意。
◆申・問／〒271-8560松戸市小根本７、東葛飾地域振興事務所（旧東

飾県民センター）地域振興課、☎047-361-2175、FAX047-367-
4348、◆問／市役所市民安全課・内線486

交 通 安 全 推 進 隊
（交通安全ボランティア）
〜子どもたちの交通安全と通学路の見守りを〜

募集

宮
みや

川
かわ

　慶
け い た

太ちゃん　
（つくし野　１歳１カ月）

　慶ちゃんの笑顔が家族みんなを
幸せにしてくれるよ。これからもた
くさん遊んでいっぱい笑おうね！

豊
とよしま

嶋　紗
さ き

姫ちゃん　　
（新木　１歳２カ月）

　わが家のアイドル紗姫ちゃん。
双子のお兄ちゃん達と楽しく元気
いっぱいに成長してね！
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あびこ市民プラザ
パソコン教室

破損のため、当面の間休館とします。
予約受付日時／４月１７日㈰９時～
９時３０分受け付け※申し込みが重
なった場合は、受け付け終了後に抽
選を実施します　所／ご利用される
施設　予約できる期間／５月１５日
㈰～５月３１日㈫までの利用分（※
休館日を除く）　問／市民活動支援
課☎7185−1148

◆無料法律相談 
　地震で住宅等に被害があった方に、
弁護士が無料で相談に応じます。日
／ 4月23日 ㈯10時 ～ 12時・13
時～ 15時　所／近隣センターふさ
の風（相談時間は一人30分）　※予
約は不要です。直接会場にお越しく
ださい。　主催・問／千葉県弁護士
会松戸支部☎047−366−1211

◆無料住宅相談 
　地震で住宅等に被害があった方に、
一級建築士が相談に応じます。日／
4月24日㈰13時30分～ 16時30
分　所／近隣センターふさの風　対
／東北地方太平洋沖地震で市内の住
宅等に被害があった方（相談時間は
一人１５分）　主催・問／我孫子市
住 宅 セ ン タ ー 協 議 会 ☎7185−
9901

◆手賀沼エコマラソン出場者・ボラ
ンティア募集について
　第17回手賀沼エコマラソン出場
者・ボランティア募集についての詳
細は、広報あびこ5月16日号に掲
載いたします。問／我孫子市教育委
員会文化・スポーツ課☎7185−
1604

◆「第４回湖北台鯉のぼりまつり」
を中止します
　広報あびこ1月1日号6面情報ひ
ろば「鯉のぼり寄贈のお願い」に記
載してありました、5月5日㈷予定
の「第４回湖北台鯉のぼりまつり」
を震災の影響により中止します。併
せて4月29日㈮～ 5月5日㈷まで湖
北台中央公園で鯉のぼりをあげるこ
とも中止とします。　問／湖北台団
地自治会事務所☎7188−3162

◆高度処理型合併処理浄化槽の補助
金額が変わります
　7月1日から、浄化槽設置時の補
助金交付額が変わります。
　市では、手賀沼と利根川などの生
活排水による水質汚濁の軽減のため
に、公共下水道の供用がされていな
い地域で、住宅に高度処理型合併処
理浄化槽を設置する方を対象に費用
の一部を補助しています。
　現在の手賀沼と利根川流域に区分
している補助金額を同額とし、より
多くの世帯で利用できるよう変更い
たします。補助金額の上限は表のと
おりです。
また、建替を除いた単独処理浄化槽
から高度処理型合併処理浄化槽に転
換の場合は18万円を加算します。
問／クリーンセンター☎7187−
0015

◆お詫びと訂正
　広報あびこ臨時号平成２３年

（2011年）４月９日版に掲載の「原
発事故に伴う放射線量について」の
記事中のグラフに「単位：マイクロ
シーベルト」と記載されていますが、
正しくは「単位：マイクロシーベル
ト／時」です。お詫びし訂正します。
問／手賀沼課・内線４６３

◆無料で◆
◎こたつ（正方形）下敷き・布
団付、電気ストーブ（小）2台、
ファンヒーター（小型）2台、
座卓（脚取り外し可能）…大
谷☎7187-3552　◎大人用
ベッド…秋山☎7169-5739
◎お召し座布団（8枚）…本

ほ ん ぐ う

宮
☎7182-5542
 

◆無料で◆
◎絵本、子ども用布団、保育園
グッズ（恵愛用）、16インチ自
転車、ワイバイク、三輪車、レ
ゴ（青バケツ）、トミカ、タカ
ラトミーのおもちゃ、電車と
レール…伊東☎7197-2984

市内交通（人身）事故発生件数

　　忘れずに納めましょう
譲ります

譲ってください

人　口

アナログ放送は、７月24日正午からブルーバックの「お
知らせ画面」に移行し、24時までにはすべての放送が

終了（完全停波）します。それまでの間に、地上デジタル放
送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることができ
なくなります。
　地上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送
対応の受信機とUHFアンテナが必要です。受信機は、新たに
デジタルテレビを購入するほか、アナログテレビに地上デジ
タルテレビ用チューナーを取り付ける方法もあります。その
他、ケーブルテレビに加入することにより視聴する方法もあ
ります。BSアナログ放送も７月24日に終了しますので、BS
デジタル放送へ移行をお願いします。

《一般的なお問い合わせ先》◆デジサポ千葉（総務省 テレビ
受信者支援センター）☎043－333－7100

《総務省地デジチューナー支援実施センター》◆NHK放送受
信料全額免除世帯への支援☎0570－033840、◆市町村民税
非課税世帯への支援☎0570－023724

アナログ放送終了まであと半年を切りました！

5月の初心者向け受講者募集
今月のお楽しみ講座は、「動画を楽しむ」（インターネット講座修了者対象）

　　項　目　　　納期限（講座振替日）

上下水道料金　　 4 月 25 日㈪

固定資産税 1期　 5 月   2 日㈪

都市計画税１期　 5 月    2 日㈪
※納税は口座振替が便利です。
※納税は口座振替によりすみやかに。皆様
の税金は、大切に使わせていただいており
ます。

平成 23 年 4月 1日現在
※（　）内は対前年同月比
※（　）内の世帯数が（　）内の人口より多い理
由は、世帯の構成員の一部が市外へ転出した
ため。

◆人口　 136,193人   (-35人) 
               【うち外国人1,282人】
　　男 67,228人　(-97人)
　　女　68,965人  (＋62人)
◆世帯 55,762世帯 (＋448世帯) 

震
災
の
ふ
る
さ
と
捨
つ
る
雪
の
果　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

渋
谷　

多
佳
子

　【
評
】
雪
の
果
と
は
春
に
降
る
最
後
の
雪
の
こ
と
。
災
害
で
ふ
る
さ
と
を
捨
て
ざ
る
を

　
得
な
く
な
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
雪
も
あ
ま
り
に
も
無
情
。

余
寒
な
ほ
地な

ゐ震
持
ち
去
り
し
千
社
札　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

青
山　

陽
子

沼
空
に
ざ
わ
め
き
残
し
鳥
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

飯
　

榮
次

（
青
少
年
の
部
）　　

春
の
川
き
れ
い
に
海
へ
旅
し
て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

相
津　

壮
吾
（
９
歳
）

　
【
評
】
春
の
川
は
桜
の
花
び
ら
を
浮
か
べ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
海
へ
の
長
い
旅
も
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

友
の
ひ
と
り
消
息
つ
か
め
ぬ
ま
ま
三
日
福
島
沖
の
映
像
見
つ
む　
　
　
　

石
河　

和
子

　【
評
】
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
。
大
津
波
は
友
を
も
流
し
去
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
の
ら
く
ろ
」
に
憧
れ
て
ゐ
し
少
年
は
一
兵
卒
の
ま
ま
此こ

こ処
に
老
い
た
り　
　
須
田　

博

い
つ
ま
で
も
若
い
つ
も
り
で
い
る
吾
も
階
段
避
け
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
か
な
）
白
杉　

政
幸

（
青
少
年
の
部
）

だ
か
ら
僕
は
責
め
ら
れ
る
べ
き
ス
ト
ー
ブ
と
明
か
り
を
つ
け
て
家
族
と
夕
食　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　

諒
（
17
歳
）

　【
評
】
明
る
く
暖
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　皆さんからの投稿をお待ちしています。締め切りは、毎月 20 日必着。ハガキで１人 1作に限
ります。投稿された作品は、選者により添削する場合もありますのでご了承ください。※「青少
年（18 歳以下）の部」も募集しています。必ず年齢を明記してください。
応募先：〒 270-1192 市役所秘書広報課（住所省略可）※氏名にはふりがなを記載してください。

パソコン
入門講座

講座名 単元数 日　　時 受講料

7日㈭

7日㈭

8日㈮

8日㈮

17日㈫

17日㈫

18日㈬

29日㈰

29日㈰

29日㈰

18日㈬

22日㈰

22日㈰

22日㈰

9日㈯

9日㈯

9日㈯

10日㈰

10日㈰

14日㈭

14日㈭

14日㈭

15日㈮

15日㈮

10時30分～

13時～

10時30分～

13時～

10時30分～

13時～

10時30分～

10時30分～

13時～

15時～

13時～

10時30分～

13時～

15時～

10時30分～

13時～

15時～

10時30分～

13時～

10時30分～

13時～

15時～

10時30分～

13時～

5500円
5500円

3500円

3500円
8000円

8000円

４
単
元

５
単
元

５
単
元

４
単
元

３
単
元

３
単
元

インターネット
メール講座

デジタル
カメラ
講座

お楽しみ
講座

（動画を楽しむ）

ワード
2007
講座

エクセル
2007
講座

4月25日までに市民プラザへ
TEL.7183-2111　FAX.7183-5300

※1単元は90分

※USBメモリーを必要とする講座がありますのでご持参くだ
さい。同プラザでも用意があります（有料）。

受付時間 午前10時から午後5時
定　　員 各講座10人(応募者多数の場合抽選)

申・問 窓口、または電話かファクスで
4月16日から

人槽区分

5人槽
6～7人槽
8～10人槽
11～50人槽

34万2000円
36万3000円
40万8000円
66万6000円

限　度　額

市内交通（人身）事故発生件数
（我孫子警察署管内・3月 31 日現在）

3 月の発生件数
今年の発生件数（1月～）
前年同期比　　　　　　
3月の死者数　　　　　　
今年の死者数（1月～）　
前年同期比　　　　　　　

3月の負傷者数　　　　　
今年の負傷者数（1月～）
前年同期比　　　　　　　

25 件
94 件
＋13 件
0人
1人
＋1人

33 人
113 人
＋3人

文　芸　だ　よ　り
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◆アビシルベ展示情報
◎我孫子市美術家協会展プレ絵画
展」…日／４月16日㈯〜４月27日
㈬９時〜18時
◎我孫子の自然、文化、郷土芸能〜
我孫子再発見写真展〜」…日／４月
16日㈯〜５月１日㈰９時〜 18時
問／我孫子インフォメーションセ
ンター（アビシルベ）☎7100－
0014
　
◆あびこファミリーコンサート
21th　新緑によせて
日／ 4月29日 ㈮13時30分 開 演、
市民プラザ　内／全盲の作曲家　島
筒英夫氏作曲のピアノ曲・歌曲「さ
よなら　ぼくたちのようちえん」　
出演／ピアノ…島筒英夫さん、歌
…浦富美さん、渡辺裕子さん、バ
イオリン…渡辺せいらさん　費／
1000円（全席自由）　問／浦☎
7184－4572

◆渡部陽一　写真展
日・所／ 4月29日㈮〜 5月11日㈬
10時〜 20時(最終日は16時まで)。
柏髙島屋Ｔ館地下2階催会場　内／
戦場カメラマンとして貴重な体験を
されてきた渡部陽一さんのジャーナ
リストとしての側面に焦点をあて
た写真展　費／一般500円、学生
200円（小学生未満は無料）　問／
柏髙島屋・高田☎7147－2831

◆落語で振り込め詐欺被害防止！
日・所／ 4月30日㈯10時〜 12時。
湖北台近隣センター（入場無料）

◆チャリティーダンスパーティー　４
月21日㈭13時30分〜 16時20分
けやきプラザ。モダン（ショーダンス）
とアルゼンチンタンゴほか。デモあ
り。800円（飲み物付き）。収益金
寄付。問／岡部☎7149－7797
◆山野草展示会　４月23日㈯・24
日㈰9時〜 17時。藤﨑宅（天王台
6の5の25）。日本サクラソウ、山
野草。入場無料。山野草相談無料。
仲間募集中。問／山野草あびこ・藤
﨑☎7169 ‐ 6525
◆４人展　４月29日㈷〜５月７日
㈯12時〜 18時。ギャラリー遠

お

方
ち

近
こ

方
ち

（中里223の2）。田中裕子・
松岡聖子（パステル水彩画）、染谷

内／振り込め詐欺最近の手口と注意
（我孫子警察）、特別ゲスト…三遊亭
金太郎さん　対／先着50人　主催
／我孫子市・湖北台を元気にする会
問／林☎7187－0333
　
◆第33回我孫子市吟詠連盟大会
日・所／ 5月1日㈰9時30分開演、
湖北地区公民館（入場無料・全席自
由）　内／市内吟詠家たちによる、
吟詠、漢詩、和歌、俳句、剣舞、詩
舞などの発表　出演／我孫子市吟
詠連盟会員　問／津川☎7182－
3426

◆第8回我孫子大正浪漫ウオーク
日／ 5月1日㈰9時（23kmコース・
自由歩行）、9時40分（15kmコー
ス・自由歩行と7kmコース・団体
歩行）※受付時間は各コース40分
前からです　集合場所／手賀沼公園
入口内／嘉納治五郎、柳宗悦、志賀
直哉など文人・文化人ゆかりの地や
手賀沼、谷津田などを歩く　費／
市内在住の方500円（中学生以下
無料）、700円（市外在住の方）　
持／履きなれた靴、活動しやすい服
装、タオル、弁当、飲み物、雨具　
問／北総歩こう会事務局☎7145
－1620

◆第21回我孫子市ペタンク大会
日／ 5月22日㈰8時50分集合（小
雨実施・予備日29日㈰）　所／川
村学園女子大学グラウンド（附属
保育園隣）　内／ 3人1チームによ
るリーグ戦（初心者歓迎） 　対／市
内在住・在勤・在学の方　費／ 1
人300円（保険料ほか、当日徴収）
申／ハガキ。大会名、チーム名、参
加者全員の住所、氏名、電話番号
を明記　締切日／ 4 月28日㈭必着
申・問／〒270－1143天王台5の
6の406吉澤茂雄☎090－3691
－8089

◆岳人あびこ　市民登山
日／ 6月5日㈰日帰り　行き先／榛
名山（日本2百名山）と伊香保温泉
対／ 4時間の歩行ができる方。費
用／ 7500円（貸切バス・入浴ほ

か）　持／昼食・雨具・着替えほか
申・問／往復ハガキにて4月30日
㈯ 必 着 で 住 所、 氏 名、 年 齢、 性
別、電話番号を明記し、〒270－
1166我 孫 子4の36の18柴 勇 ☎
7182－1419

◆生涯学習講座
家庭生活を充実させるポイントは？
日・所／ 4月24日㈰13時〜 14時
30分、我孫子南近隣センター（入
場無料）　内／テーマ「家庭生活を
充実させるポイントは？」　対／先
着20人　申・問／電話で望月☎
7182－8245

◆緑の講習会〜①剪
せ ん

定
て い

と②ミニガー
デン作り〜
①日／ 5月14日㈯9時30分〜 11
時30分　内／樹木の剪定、挿木の実
技　持／剪定ばさみ、軍手
②日／ 5月21日㈯9時30分〜 11
時30分　内／洋風ミニ庭園作成、
挿木の実技、持／剪定ばさみ、軍手、
園芸用スコップ　①②共通・所／気
象台記念公園　定／先着20人　費
／ 1000円　申込方法／電話・メー
ル・FAX。希望日時、住所、氏名、
電話番号を明示　申・問／ NPOテ
ラス21☎7181-7770 FAX7
181-7771、E-メールterrace@
nukk.jp

◆我孫子空手道クラブ会員
日・所／毎週月・土曜日18時30
分 〜 20時30分。 湖 北 台 東 小 学
校体育館　費／月2500円、子ど
も2000円　問／吉 田 ☎7188－
0862

政志・福田三千雄（木版画）。入場
無料。問／同ギャラリー☎080－
6672－4156
◆自然観察会　４月30日㈯9時〜
12時。道の駅しょうなん付近。「野
草塾“春”」緑道周辺の野草を探しな
がら楽しむ。講師…渋谷さん（自
然観察指導員）。30人。無料。申・
問／㈱ 光 風 ガ ー デ ン☎7182－
9876
◆楽しいランニング教室　５月８
日㈰10時〜 16時。柏の葉競技場。
講師…平塚潤さん、砂田貴裕さん。
先着100人。要予約。2000円（昼
食付き）。申・問／荒木☎7131－
5577
◆カナ音符で簡単に弾けるシニア
キーボード講習会　５月16日㈪
14時30分〜 16時30分。市民プ
ラザ。楽器が弾けない・音符が読め

◆こども発達センター臨時職員（社
会福祉士）
任用期間／ 6月1日〜 9月30日（更
新あり）　勤務日時／月〜金曜日の
週5日、8時30分〜 17時　勤務場
所／こども発達センター（新木駅下
車徒歩15分）※車通勤の場合、駐
車場使用料（1日200円）自己負担
業務内容／児童およびその家族に対
しての相談支援、ケースワーク業務
対／社会福祉士の有資格者で（児童
に関わる相談支援の実務経験を有す
るのが望ましい）、自動車運転免許
証を所持している方、1人　賃金／
時給1200円（交通手当別途支給）
選考方法／面接　申込方法／履歴書

（写真貼付）、資格証明書のコピーを
添えて持参、または郵送　締切日／
４月２８日㈮消印有効　申・問／
〒270－1112新 木1637こ ど も
発達センター☎7188－0472

◆定例教育委員会 
日／４月２６日㈫１３時３０分予定
所／水道局４階会議室　内／４月
２１日㈭以降に問い合わせ　申／傍
聴する方は、開会予定時間前に傍聴
者名簿に必要事項を記入し、担当の
指示により入室　問／教育委員会総
務課☎7185－1110

◆子ども手当が９月まで延長
　平成 23 年 4 月からの子ども手
当については、「子ども手当つなぎ
法案法」により平成 23 年 9 月ま
で延長されました。
　これにより、支給額の変更はなく、
平 成22年 度 と 同 じ く 月 額1万
3000円が引き続き支給されるこ
とになりました。問／子ども支援課・
内線８５２

◆近隣センター・布佐市民センター
ステーションホールの予約会
　震災後の臨時休館により予約でき
なかった期間（５月１５日㈰〜５月
３１日㈫利用分）の予約会を行いま
す。※布佐南近隣センターおよび湖
北台市民センターは地震による施設

ない中高年20人。300円。問／シ
ルバーキーボード合奏会・福原☎
7184－4712

◆ワイルドキッズ・スポーツクラブ
　毎週水曜17時10分〜 18時30
分。第一小体育館。マット、縄跳
び、ボール運動ほか。年中〜小学生。
入3000円、 月2600円、 保 険 ほ
か1300円。問／石 黒☎7183－
1538
◆我孫子ビークルサービス　協力会
員　マイカーで体の不自由な方の外
出をサポートします。研修あり。ガ
ソリン代支給。※利用会員も随時募
集。問／同事務局☎7182－1819

市民
　伝言板

◆詳しい内容の確認は、当事者間で行うよう
　お願いします。

このコーナーに掲載を希望する方は、広報掲
載依頼書（市役所秘書広報課広報室に用意、
市ホームページからダウンロードも可）に必
要事項を記入し、掲載希望日の1カ月前の前
日までに広報室へ提出してください。掲載す
る内容はイベント名・日時・場所・内容・費用・
問い合わせ先などです。問／秘書広報課広報
室☎7185-1269　FAX7185-0127

市民伝言板の申し込み方法

市民伝言板は、次の通り略しています
近セ＝近隣センター ・市セ＝市民センター・
布佐ステ＝布佐ステーションホール・入＝入
会金・月＝月会費・年＝年会費・申＝申し込み・
問＝ 問い合せ

イベント

募　集

お知らせ

講演・講座・教室

ひろば
「情報ひろば」の掲載記事は、市や公官
庁主催・共催・市の後援、補助団体の記
事です。各項目は、次のように省略して
います。
日…日時、所…場所、内…内容、対…対象・
定員、費…費用、持…持参、申…申し込
み（記載のないものは申し込み不要）、問
…問い合わせ

催 たのしもう

仲 やってみよう
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今回の地震は、東北地方を中心に甚大な被
害を及ぼしました。市内では、家屋の全壊が
140件・半壊が10件（4月1日現在）、その他
損壊が多数ありました。また、塀の損壊、道路
や下水道など公共施設にも被害がありました。
市は、直後からライフラインや被災地の優

先復旧、避難所設営、被害調査に取り組みま
した。また、福島県からの避難者受け入れや
相馬市などの被災地に物資や人的支援をしま
した。　今後は、特に液状化で被害の大きか
った布佐・都地区などにおける被災者支援や
相談、地域の復興に積極的に取り組みます。
（写真はすべて布佐・都地区）
問／市民安全課・内線487

広報
液
状
化
現
象
で
傾
い
た
信
号
機
と
電
信
柱
（
布
佐
・
都
地
区
）

　市では、地震発生後、速や
かに（３月 11 日午後３時
55分）「東北地方太平洋沖
地震対策本部」を設置し、三
分の一の職員を招集して、市
内の被害状況の把握と対応に
努めました。また、被災した
方や帰宅困難者となった方の
ために、11日からアビスタや近隣センター等、市内11カ所に
順次、一時避難所を設置しました。被害の大きい布佐地域には、
12日午前９時11分、「近隣センターふさの風」に布佐地域対
策支部を開設しました。

　3月13日に発令された、
消防庁長官の出動指示を受
け、千葉県各市の消防隊員
で構成される緊急消防援助
隊千葉県隊として、3月
22日東北地方の被災地へ
派遣されました。我孫子市
からは、救急部隊と後方支
援部隊６人が出動。千葉県隊は、福島県消防学校を活動拠点とし、
いわき市内での搬送活動に従事しました。３月24日には人員交
代のため２次部隊６人が派遣され、28日に帰隊、７日間にわた
る活動を終了し今後の再派遣に向け体制を整えています。

3月11日に災害対策本部を設置

市内の被害

緊急消防援助隊を福島県に派遣   我孫子市から 12人が出動

▲放射性物質のスクリーニング（検査）を受ける隊員


